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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】タイヤ内面に上述した留め具を、取り付け強度
の問題もなく、高い取り付け強度のもとで、したがって
、空気入りタイヤの耐久性に及ぼす問題を招くこともな
く、かつ取り付け位置の精度を向上させるための他の特
別な手法なども不要であり、精度良く機械的留め具のう
ちの一方の留め具をタイヤ内面に配設した空気入りタイ
ヤを提供する。
【解決手段】タイヤ内面に２つに分離できる一対の機械
的留め具３のうちの一方の留め具３を備えた空気入りタ
イヤにおいて、機械的留め具３は繊維からなる織布また
は不織布からなるテープ状部材７に設置され、テープ状
部材の幅Ｗｓと留め具の幅Ｗｈの比率が１．２以上５．
０以下で、テープ状部材７がタイヤの周方向に沿ってタ
イヤ内表面に固定されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タイヤ内面に２つに分離できる一対の機械的留め具のうちの一方の留め具を備えた空気
入りタイヤにおいて、該機械的留め具は繊維からなる織布または不織布からなるテープ状
部材に設置され、該テープ状部材の幅Ｗｓと該留め具の幅Ｗｈの比率が１．２以上５．０
以下であり、該テープ状部材がタイヤの周方向に沿ってタイヤ内表面に固定されているこ
とを特徴とする空気入りタイヤ。
【請求項２】
　前記テープ状部材は、伸縮性を有するものであることを特徴とする請求項１記載の空気
入りタイヤ。
【請求項３】
　前記固定の方法が加硫接着であり、かつ前記機械式留め具の一方は前記テープ状部材を
表裏から挟んでテープ状部材に固定されていることを特徴とする請求項１または２記載の
空気入りタイヤ。
【請求項４】
　前記テープ状部材が、繊維からなる織布または不織布からなり、その少なくともタイヤ
本体と接着する側の面に粘着層を有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載
の空気入りタイヤ。
【請求項５】
　タイヤ内面にある前記一方の留め具に係合する他方の留め具を有する物体を、それら２
つの留め具を係合させることによりタイヤ内面に固定してなることを特徴とする請求項１
～４のいずれかに記載の空気入りタイヤ。
【請求項６】
　前記他方の留め具を有する物体が、（ａ）センサーを含む電子回路、（ｂ）バランスウ
ェイト、（ｃ）ランフラット中子、（ｄ）脱酸素剤、乾燥剤および／または紫外線検知発
色剤を塗布または搭載した物体、（ｅ）吸音材、（ｆ）面ファスナー部材、のいずれか一
つかまたはそれらの複数を組合せた物体であることを特徴とする請求項５に記載の空気入
りタイヤ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気入りタイヤに関し、さらに詳しくは、空気入りタイヤの内面に物体を取付
ける新規な方法を実現する空気入りタイヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、空気入りタイヤの内面に、さまざまな機能を有する物体を配設することが種々検
討されてきている。
【０００３】
　たとえば、生タイヤのインナーライナー等に、フック・アンド・ループ留め具あるいは
フック・アンド・フック留め具等の、所謂、面ファスナーを用いてタイヤタグ（高周波識
別タグ）あるいはチップ等を取付けるという取付け方法が提案されている（特許文献１）
。
【０００４】
　また、タイヤ内表面のトレッド部に対応する領域に面ファスナーを加硫接着し、そのタ
イヤ内表面に該面ファスナーを介して吸音材を取付けたという空気入りタイヤが提案され
ている（特許文献２）。
【０００５】
　これら特許文献１、同２に提案されている面ファスナーは、取付け時において比較的強
い係合力を実現し、また、取付け作業の際にも多少の位置的なズレなどを問題にせず面状
での係合を実現できる点で好ましいものであった。
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【０００６】
　一方で、これら特許文献に提案されている面ファスナーは、空気入りタイヤの内周面が
湾曲した環状の曲面であること等により、面ファスナーの個々の係合素子の係合状態が理
想的なものとならずに、端部や中央部などでその一部が浮いてしまい、得られる係合力の
大きさにばらつき（該タイヤ内での位置的なばらつき。タイヤ間でのばらつき）を生じる
ことがあり、期待どおりの係合力が得られないことがあった。また、比較的、温度が高め
の状況のもとで高速での転動による変形と圧縮が長時間繰り返されることにより、部分的
な物理的劣化の発生とそれが進行していくことによる面ファスナー全体の係合力の経時的
な劣化・低下が生じて、所望おりの係合力を長期間にわたって維持することが難しい場合
があった。
【０００７】
　このような点に鑑み、本発明者らは、先に、特に得られる係合力が大きくかつその大き
さにばらつき（該タイヤ内での位置的なばらつき。タイヤ間でのばらつき）が生じること
がほとんどなく、さらに比較的高温下かつ高速でのタイヤ転動に伴う変形と圧縮が長時間
繰り返される過酷な使用条件によっても、その係合力に経時的な劣化や低下が生ずること
が少なくて、長期にわたり所望の係合力を維持できる空気入りタイヤとして、タイヤ内面
に、２つに分離できる一対の機械的留め具のうちの一方の留め具を有する空気入りタイヤ
を提案した（特願２０１０－１６７８３９）。
【０００８】
　ここで、該機械的留め具とは、２つの留め具に分離することができ、かつそれらを再度
、物理的に係合させることができ、この係合と分離を繰返して自在に行える一対の留め具
で構成されるものである。その代表的なものとして、ホックあるいはスナップと呼ばれる
機械的留め具があり、衣料業界等で一般に、より具体的には、スナップボタン、リングス
ナップ、リングホック、アメリカンスナップ、アメリカンホック、アイレットホック、バ
ネホックおよびジャンパーホックと呼ばれるもの等を総称し、係合箇所の面積が全面積で
無限である所謂「面ファスナー」とは相違して、係合箇所が小面積（例えば、好ましくは
１～１１５ｍｍ2 程度など。さらに好ましくは、４～９０ｍｍ2 程度）の、いわば点状の
留め具をいうものである。すなわち、例えば、１～１１５ｍｍ2 程度等の小面積での係合
であっても機械的な雌雄構造等によって強い係合がなされるものをいい、それ自体は公知
の構造のものであって構わなく、材質としては、金属製、ゴム製、合成樹脂製などのもの
である。この機械的留め具を用いる方式は、得られる係合力の大きさ、かつその大きさの
ばらつきや、係合作業の確実さなどの点で優れたものであった。
【０００９】
　この一方の機械的留め具の一方の留め具をタイヤ内周面に取付けた状態を図７に示した
。図７において、空気入りタイヤ１のタイヤ内面２に、２つの留め具に分離できる一対の
機械的留め具のうちの一方の留め具３が配設されている。４はトレッド部、５はサイドウ
ォール部、６はビード部である。
【００１０】
　このタイヤ内面へ一方の留め具３を設けるための取り付け方法について、本発明者らは
、トレッドゴムに該留め具３を１個１個埋め込んで加硫により行うことを提案した。
【００１１】
　しかし、その方法では、留め具の形状によっては取り付け強度が不足する場合があり、
その結果、タイヤの耐久性が低下するという問題があった。また、１個１個の留め具３を
配置するという作業が必要であるため、その設置位置の精度を確保するためには特別な手
法を採る必要があり、そのためのコストがかかるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特表２００５－５１７５８１号公報
【特許文献２】特開２００６－４４５０３号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の目的は、上述したような点に鑑み、タイヤ内面に上述した留め具を、取り付け
強度の問題もなく、高い取り付け強度のもとで、したがって、空気入りタイヤの耐久性に
及ぼす問題を招くこともなく、かつ、取り付け位置の精度を向上させるための他の特別な
手法なども不要であり、精度良く機械的留め具のうちの一方の留め具をタイヤ内面に配設
した空気入りタイヤを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述した目的を達成する本発明の空気入りタイヤは、下記の（１）の構成を有する。
（１）タイヤ内面に２つに分離できる一対の機械的留め具のうちの一方の留め具を備えた
空気入りタイヤにおいて、該機械的留め具は繊維からなる織布または不織布からなるテー
プ状部材に設置され、該テープ状部材の幅Ｗｓと該留め具の幅Ｗｈの比率が１．２以上５
．０以下で、前記テープ状部材がタイヤの周方向に沿って内表面に固定されていることを
特徴とする空気入りタイヤ。
【００１５】
　また、かかる本発明の空気入りタイヤにおいて、以下の（２）～（４）のいずれかの構
成からなることが好ましい。
（２）前記テープ状部材は、伸縮性を有するものであることを特徴とする上記（１）記載
の空気入りタイヤ。
（３）前記固定の方法が加硫接着であり、かつ前記機械式留め具の一方は前記テープ状部
材を表裏から挟んでテープ状部材に固定されていることを特徴とする上記（１）または（
２）記載の空気入りタイヤ。
（４）前記テープ状部材が、繊維からなる織布または不織布からなり、その少なくともタ
イヤ本体と接着する側の面に粘着層を有することを特徴とする上記（１）～（３）のいず
れかに記載の空気入りタイヤ。
（５）タイヤ内面にある前記一方の留め具に係合する他方の留め具を有する物体を、それ
ら２つの留め具を係合させることによりタイヤ内面に固定してなることを特徴とする上記
（１）～（４）のいずれかに記載の空気入りタイヤ。
（６）前記他方の留め具を有する物体が、（ａ）センサーを含む電子回路、（ｂ）バラン
スウェイト、（ｃ）ランフラット中子、（ｄ）脱酸素剤、乾燥剤および／または紫外線検
知発色剤を塗布または搭載した物体、（ｅ）吸音材、（ｆ）面ファスナー部材、のいずれ
か一つかまたはそれらの複数を組合せた物体であることを特徴とする上記（５）に記載の
空気入りタイヤ。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１にかかる本発明によれば、取り付け強度の問題もなく、高い取り付け強度のも
とで、したがって、空気入りタイヤの耐久性に及ぼす問題を招くこともなく、かつ、取り
付け位置の精度を向上させるための他の特別な手法なども不要であり、精度良く機械的留
め具のうちの一方の留め具をタイヤ内面に配設した空気入りタイヤが実現される。
【００１７】
　請求項２にかかる本発明によれば、留め具付きテープ状部材をタイヤ内表面に取付ける
際の作業性が良い点で優れた空気入りタイヤが提供される。
【００１８】
  請求項３にかかる本発明によれば、特に高い取り付け強度のもとで留め具をタイヤ内面
に配設した空気入りタイヤが実現される。
【００１９】
  請求項４にかかる本発明によれば、留め具付きテープ状部材をタイヤ内表面に取付ける
際の作業性が良い点で優れた空気入りタイヤが提供される。
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【００２０】
　請求項５もしくは請求項６にかかる本発明によれば、タイヤ内面に、所望の機能を有す
る物体を大きな係合力と優れたその耐久性を実現しつつ取付けた新規な空気入りタイヤが
提供されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の空気入りタイヤの一実施形態を示した一部断面斜視図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は、本発明の空気入りタイヤに使用される２つに分離できる機械
的留め具のうちの一方の留め具の代表的な形状を説明するためのものであり、さらに、そ
れ（一方の留め具）が２つの部材から構成されていることを説明する外観斜視モデル図で
あり、（ｃ）は、その一方の留め具の２つの部材を、テープ状部材を中間に介在させて互
いに係合させる状態を説明する外観斜視モデル図である。
【図３】本発明で規定するテープ状部材の幅Ｗｓと留め具の幅Ｗｈをモデル的に示した要
部平面図である。
【図４】（ａ）は留め具をテープ状部材に取付けた状態を説明するモデル断面図、（ｂ）
は（ａ）に示した留め具付きテープ状部材をタイヤ内表面に固定した状態を示したモデル
断面図である。
【図５】（ａ）～（ｅ）は、本発明の空気入りタイヤの一実施形態として、留め具付きテ
ープ状部材の各種の配置例を示した一部断面斜視図である。
【図６】（ａ）～（ｄ）は、本発明の空気入りタイヤに、機械的留め具を介して取付けら
れる物体をモデル的に説明する概略断面図である。
【図７】本発明者らが先に提案をした留め具付き空気入りタイヤを示した一部断面斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、更に詳しく本発明の空気入りタイヤについて、説明する。
【００２３】
　本発明の空気入りタイヤは、図１にその構造をモデル的に示したように、空気入りタイ
ヤ１のタイヤ内面２に、２つに分離できる一対の機械的留め具のうちの一方の留め具３を
備えた空気入りタイヤにおいて、該機械的留め具３は繊維からなる織布または不織布から
なるテープ状部材７に設置され、該テープ状部材の幅Ｗｓと該留め具の幅Ｗｈの比率（Ｗ
ｓ／Ｗｈ）が１．２以上５．０以下であり、該テープ状部材がタイヤの周方向に沿ってタ
イヤ内表面に固定されていることを特徴とする。
【００２４】
　ここで、機械的留め具とは、背景技術の項で述べたと全く同様のものであり、２つの留
め具に分離することができ、かつそれらを再度、物理的に係合させることができ、この係
合と分離を繰返して自在に行える一対の留め具で構成されるものである。その代表的なも
のとして、ホックあるいはスナップなどと呼ばれる機械的留め具がある。
【００２５】
　本発明では、その２つに分離できる一対の機械的留め具のうちの一方の留め具３を、直
接タイヤ内に埋め込んで設けるのではなく、繊維からなる織布または不織布からなるテー
プ状部材７に設置するようにし、そのテープ状部材をタイヤの周方向に沿ってタイヤ内表
面に固定することによりタイヤ内面に設けている。このようにして留め具３を設けると、
タイヤ内面のゴム層に直接埋め込む場合よりも機械的留め具の取り付け強度を大きく向上
させることができ、該留め具の取付け耐久性を向上させることができる。特に、背景技術
の項で述べた先願の発明の如くにカーカス層やインナーライナー層に留め具を設置したと
きはカーカス層やインナーライナー層の性能に影響を及ぼすことがあり、タイヤ耐久性を
低下させることがあるが、本発明では、テープ状部材に留め具が設けられるので、カーカ
ス層やインナーライナー層の性能に影響を及ぼすことが少ない。また、タイヤの加硫工程
時には、タイヤのゴムがテープ状部材の繊維間に含浸し、タイヤ内面とテープ状部材ひい
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ては留め具との接着・接合がより強くなされる。またテープ状部材に対して留め具を設置
するので、取り付け作業が簡単であり、また、テープ状部材にマーキングをしておくこと
などにより、取り付け位置をより高い精度のもとで取付けることができるという利点もあ
る。
【００２６】
　かかる本発明の空気入りタイヤは、その内面に取付けを所望する物体を、一対の機械的
留め具を介して係合させて取付けることができることになるので、物理的に得られる係合
力が大きく、かつその係合力の大きさにばらつき（該タイヤ内での位置的なばらつき。タ
イヤ間でのばらつき）が生じることがなく、さらに、長時間繰り返される過酷な使用条件
によっても、その係合力に経時的な劣化や低下が生ずることが少ない。従って所望の係合
力を長期にわたり維持すること、ひいては内面に取付けられた物体の機能を長期にわたり
発揮させることができるのである。
【００２７】
　その上、タイヤ内面と取付け物体の係合位置（係合点）の位置決めは、タイヤ内面の留
め具の設置位置に対応して、自動的に正確に行なわれることとなり、該物体の設置位置（
設置点）に高度な正確さが要請される場合にも簡単に対応することができる。これは、タ
イヤ内面という狭い湾曲面状の立体空間内でのことであるので意義は大きい。また、面フ
ァスナーの場合と比較して、係合力が大きくかつその係合力の経時的な低下・劣化も小さ
く、長期にわたり係合状態を正確かつ強固に維持することができる。
【００２８】
　そして、タイヤ内面の留め具の設置位置は、テープ状部材の固定位置を、所望に応じて
正確かつ精度よく固定することによって、留め具の位置も所望に応じて正確かつ精度良く
設置できる。
【００２９】
　テープ状部材の機能・作用は、留め具を設置することが主たるものなので、図１や図３
で示したように、留め具３の幅Ｗｈと織布または不織布からなるテープ状部材７の幅Ｗｓ
の比率（Ｗｓ／Ｗｈ）が１．２以上５．０以下であるようにして形成することが重要であ
り、必要以上にテープ状部材７の幅Ｗｓを大きくすることはない。Ｗｓ／Ｗｈの値が１．
２未満のときは、タイヤ内面とテープ状部材の接合力が、留め具の大きさ（幅Ｗｈ）のわ
りに小さくなるので好ましくない。なお、留め具の大きさ（幅）Ｗｈは、それが複数列あ
ときは、オーバーラップ分を除いた幅である（図３の（ｂ））。留め具３の幅Ｗｈとテー
プ状部材７の幅Ｗｓの比率（Ｗｓ／Ｗｈ）は、作業のしやすさや接合力の点で、好ましく
は１．５以上３．５以下である。テープ状部材７の厚さは、作業のしやすさや接合力の点
で、０．０１～３．０ｍｍであることが好ましい。テープ状部材７には、予めゴム引きが
されていてもよい。テープ状部材７は、高い物性と品質の安定性の点から化学繊維あるい
は合成繊維の長繊維（フィラメント繊維）からなる織布または不織布であることが好まし
く、中でも、目付が２０～３００ｇ／ｍ2 程度の平織物あるいはスパンボンド不織布、フ
ラッシュ紡糸法による不織布あるいはメルトブロー不織布などが高強度、高耐久性などの
点から特に好ましく使用することができる。特に上述した目付の範囲であれば、前述の取
付け耐久性を確保しつつ、ゴム（または粘着層等）が繊維間あるいは糸間に含浸しやすく
強力な加硫接着が得られやすいので好ましい。より好ましい目付は３０～２００ｇ／ｍ2 

である。繊維は、レーヨン繊維、ナイロン繊維、ポリエステル繊維、ポリエチレン繊維な
どの化学繊維あるいは合成繊維であることが高い品質で安定して得られる点で好ましい。
【００３０】
　図１で示したように、複数の留め具３をテープ状部材７に設置する場合は、テープ状部
材上で等間隔に設置することが好ましく、そうすることによりタイヤ内面で等間隔に設置
することが簡単かつ正確に実現できる。
【００３１】
　留め具を設置したテープ状部材は、加硫前のグリーンタイヤの内面に該テープ状部材を
圧着して固定してもよく、あるいは、成形ドラム上に巻き付けてもよく、あるいは、タイ
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ヤの内面をなすタイヤのインナーライナー層に材料段階で予め接着・圧着してもよく、あ
るいはインナーライナー層にプレアッシー成形により成形をしてもよい。
【００３２】
　テープ状部材を固定（加硫工程以前での固定）するには、どのような方法でもよく、例
えば接着剤あるいは粘着剤を用いてもよい。すなわち、テープ状部材は、その少なくとも
タイヤ本体と接着する側の面に粘着層あるいは接着層を有することが好ましい。それらの
層があれば、該テープ状部材のインナーライナー層（インナーライナー材料）とのタック
性が向上するので作業性が向上するからである。粘着層をなす粘着剤は、タックを向上さ
せるものであればよく特に限定されないが、樹脂製のもの、ゴム製のものなどが好ましく
使用できる。
【００３３】
　テープ状部材は、伸縮性を有するものであることが好ましい。特に、成形ドラムに巻き
付けて本発明にかかる空気入りタイヤを製造する場合には、適度な伸縮性があれば該巻き
付けが容易となり好ましい。そうした観点からテープ状部材は好ましくは長さ方向の引張
弾性率が３０～１２００ｋＰａであることが好ましく、破断伸びは４０～８００％（Ｊｉ
ＳＫ６２５１）であることが好ましい。引張弾性率、破断伸びが、この範囲よりも小さい
とテープ状部材の取扱い性（ハンドリング性）が悪く、一方、この範囲よりも大きいとタ
イヤの膨張時に脱落することがあり好ましくない、
　タイヤ製品においてテープ状部材をタイヤ内表面へ固定する方法は、加硫接着による方
法が好ましく、また、テープ状部材に一対の機械式留め具のうちの一方の留め具を固定す
る方法は、該テープ状部材を表裏から挟んで一方の留め具を形成しつつ、同時に該テープ
状部材に固定もされているものであることが好ましい。
【００３４】
　図２（ａ）と（ｂ）は、一対の機械式留め具のうちの一方の留め具３を分解した状態を
それぞれ示しており、一方の留め具３は、少なくとも２つの部材３ａ、３ｂからなってい
て、かつ、それら２つの部材が、図２（ｃ）にモデルを示したように、テープ状部材７を
表裏から挟んで固定されて一方の留め具３を形成することが好ましい。
【００３５】
　これら２つの部材３ａ、３ｂは一体的に固定されて、一対の機械的留め具のうちの一方
の留め具３を形成し、図４（ａ）に断面図を示したように、テープ状部材７を挟んで固定
される。テープ状部材７は、図４（ｂ）に断面図を示したように、留め具３を固定した状
態でタイヤ内面２上に加硫接着により固定される。８はインナーライナー層である。
【００３６】
　留め具３は、特に限定されるものではないが、テープ状部材７から最も突出している部
分の高さＨが０ｍｍ～３．５ｍｍであり、かつ、タイヤ内部に露出している部分の外径Ｄ
が４ｍｍ～１２ｍｍであることが好ましい。テープ状部材７の表面から最も突出している
部分の高さＨ、タイヤ内部に露出している部分の外径Ｄは、図４（ａ）にモデルを示した
とおりであり、高さＨが３．５ｍｍよりも大きいと、カーカスやベルト構造がタイヤ加硫
時の圧力で留め具の部材３ａもしくは３ｂ側にテープ状部材７を介して押されて歪んでし
まうことがあるので好ましくない。また、外径Ｄが４ｍｍ未満であるとタイヤ加硫時など
に、タイヤ内表面に対して角度が安定せず、留め具３の底面をタイヤ内周面に平行に設置
することが難しくなり好ましくない。外径Ｄが１２ｍｍよりも大きいと、タイヤ転動時の
タイヤ内面の変形／回復に追従することが難しくなり、故障を生じやすくなるので好まし
くない。このような寸法の留め具３を用いる場合、その材料は金属製あるいは合成樹脂製
（特に、好ましくはナイロンやポリエステル製）とすることが成形や加工が容易であり好
ましい。
【００３７】
　留め具３の部材のうち、タイヤ内面と接する部材３ｂは、タイヤ内面と接合される側は
平面状であることが、より安定した留め具３の固定ができるので好ましい。
【００３８】
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　本発明において、タイヤ内面において、留め具３はタイヤ内面に少なくとも２個設置さ
れ、タイヤ幅方向でその設置位置が実質的に同一な、単数または複数の列をなして配置さ
れていることが好ましい。その代表的な形態例を図５（ａ）～（ｄ）に示した。（ａ）は
、センターに１列、（ｂ）は左右両方のトレッド端付近にて各１列、（ｃ）は一方のトレ
ッド端付近のみに設けられた並列な２列、（ｄ）は一方のトレッド端付近のみに設けられ
た千鳥配列のように移相をずらした２列、の例である。
【００３９】
　これらの図に示したように留め具３の列は何列あってもよい。テープ状部材７は、その
留め具３の列に対応して、適宜に、留め具３の幅Ｗｈとテープ状部材７の幅Ｗｓの比率（
Ｗｓ／Ｗｈ）が１．２以上５．０以下を満たすように配されればよい。
【００４０】
　また、留め具３を設置する領域は、タイヤの内面であれば良く、取付けられる物体の機
能に応じて、トレッド部４に対応する領域、サイドウォール部５に対応する領域、さらに
あるいはビード部６に対応する領域のいずれに設けるようにしてもよい。本発明者らの知
見によれば、留め具３を設ける列は２列以上であることが好ましく、また、設置領域はト
レッド部に対応した領域あるいはビード部に対応した領域が実際的であり好ましい。
【００４１】
　図５（ｅ）は、特にビード部６に対応する領域に留め具３を設ける場合をモデル的に示
している。このビード部６に留め具３を設けたいような場合には、本発明の如くに、テー
プ状部材７を介して設置する態様が特に有効である。タイヤ回転に伴って、遠心力が、取
付けられた物体を引き剥がそうとする方向の成分を伴って留め具に加えられることになり
、そうした力に対抗する上で、高い取り付け強度を実現する本発明が有効だからである。
【００４２】
　留め具３を２列以上の列をなして設ける場合、列同士の間隔は１５０ｍｍ以下とするの
が好ましく、またその下限としては２０ｍｍ～３０ｍｍ程度までとすることが好ましい。
ただし、タイヤ内面に取付けられる所望の機能を有する物体の性状に応じても、好ましい
列の間隔の大小、ピッチ、列本数などは変更されるべきものである。
【００４３】
　留め具３の列およびテープ状部材７は、周方向で全周にわたり連続して存在している必
要はなく、途切れた部分が存在していてもよい。
【００４４】
　なお、扁平率４５以下などのような低扁平サイズのタイヤの内面に留め具３を設置する
場合には、トレッドセンター（赤道部）付近以外の領域に、設置位置を設けることが好ま
しい。トレッドセンター（赤道部）付近に留め具３を配置して、該位置に物体を取付けた
場合、リム組み時の最終段階でホイールにタイヤを完全に嵌合させるとき時に、ホイール
のフランジ部と該物体が緩衝する可能性が高いので、これを回避するために、むしろいず
れか一方のトレッド端寄りに配置する方が、実際のリム組み作業上対処しやすいからであ
る。
【００４５】
　本発明者らの知見によれば、留め具３を設置する好ましい位置は、タイヤ周方向でいう
と、少なくとも周上４箇所（９０度間隔など）に設置すると良い。最も好ましくは９０度
間隔よりも小さい間隔で、全周にわたり断続して配置することである。その際、より好ま
しくは等間隔で配置することである。
【００４６】
　留め具を設けたテープ状部材を付けて加硫する場合、留め具がブラダーへ損傷を与える
ことを避けるために、該留め具の突出部にはカバーを付けて加硫するようにしてもよい。
該カバーは該留め具と係合する一対の他方の留め具であってもよい。
【００４７】
　また、一対の機械的留め具３のうち、凹型と凸型あるいは雌型と雄型の対のいずれをタ
イヤ側に設置するようにしてもよい。あるいは対の双方（凹型と凸型、あるいは雌型と雄
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型）が混在して存在するように設置してもよい。
【００４８】
　本発明によれば、一対の機械的留め具のうちの、他方の留め具を有している物体が、タ
イヤ内面側の対である留め具と係合されることによって空気入りタイヤの内面に配設され
る。
【００４９】
　該物体は、近年の空気入りタイヤのハイテク化に伴い、さまざまな機能を有したもので
あり、例えば、（ａ）センサーを含む電子回路、（ｂ）バランスウェイト、（ｃ）ランフ
ラット中子、（ｄ）脱酸素剤、乾燥剤および／または紫外線検知発色剤を塗布または搭載
した物体、（ｅ）吸音材、（ｆ）面ファスナー部材、などのいずれか一つかまたはそれら
の複数を組合せた物体などが代表的なものである。
【００５０】
　図６（ａ）～（ｄ）に、該取付けられる物体９の好ましい構造の各種例をモデル的に示
した。物体９には、一対の機械的留め具のうちの他方の留め具１０を予め設置したシート
材（布・フィルム・ゴムシート等）１１を、貼り付けるかあるいは該シート材１１によっ
て包被することによって、該物体９を構成できる（図６（ａ）～（ｃ））。図６（ａ）は
物体９のタイヤ側の面だけを該シート材１１によって包被している例、（ｂ）は物体９の
反タイヤ側の面の一部以外を除いて該シート材１１によって包被している例、（ｃ）は物
体９の全部の面を該シート材１１によって包被している例を示している。物体９が、例え
ばスポンジのように全体が柔らかいものの場合には、該物体の上面と下面間を挟んで留め
具１０を設置しても良い。この態様が図６（ｄ）に示したものであり、シート材１１は使
用しなくても、あるいは適宜に使用してもよい。シート材１１は、適宜な可撓性を有した
布、フィルム、ゴムシート等を使用することが好ましい。
【００５１】
　物体９は、その所望の特性に対応して決定されればよく、特に限定されるものではない
が、例えば、（ａ）センサーを含む電子回路、（ｂ）バランスウェイト、（ｃ）ランフラ
ット中子、（ｄ）脱酸素剤、乾燥剤および／または紫外線検知発色剤を塗布または搭載し
た物体、（ｅ）吸音材、（ｆ）面ファスナー部材、のいずれか一つかまたはそれらの複数
を組合せた物体である場合などが好ましいものである。特に、スポンジあるいは発泡合成
樹脂材などの弾性多孔質材料からなる吸音材は、近年、タイヤ発生騒音の低減下が強く望
まれているので、本発明で使用される物体として好ましいものである。また、面ファスナ
ー部材も、さらにその面ファスナー部材が、他の物体を良好に取付けするための介在体と
して機能できるので、本発明で使用される物体として有用かつ好ましいものである。
【００５２】
　該組合せのうち、特に具体的な組合せ効果が期待できるのは、（イ）バランスウェイト
と吸音材、（ロ）吸音材と紫外線検知材、（ハ）吸音材と乾燥剤、（ニ）電子回路と乾燥
剤、の組合せ等である。すなわち、一方の物体（第１の物体）の持つ特別な機能を、その
機能を長期にわたり安定して発揮させることを実現させるのに有効な機能物体として、第
２の物体を併用することが、特に有効である。
【符号の説明】
【００５３】
　１：空気入りタイヤ
　２：タイヤ内周面
　３：留め具
３ａ：留め具の構成部材
３ｂ：留め具の構成部材
　４：トレッド部
　５：サイドウォール部
　６：ビード部
　７：テープ状部材
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　８：インナーライナー層
　９：物体
１０：留め具（物体側）
１１：シート材（布・フィルム・ゴムシート等）
Ｗｓ：テープ状部材の幅
Ｗｈ：タイヤ内面に取付けられる留め具の幅

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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